
【小学校 体育】
単元の指導計画における観点別評価（評定に用いる評価）の位置付け 〈例〉

評 価 規 準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①○○の運動の行い
方について理解して
いるとともに，基本
的な動きや技能を身
に付けている。

①○○の運動について
自己の課題を見付け，
その解決のための活動
を工夫しているととも
に，それらを他者に伝
えている。

①運動の楽しさや喜
びを味わうことがで
きるよう，運動に進
んで取り組もうとし
ている。

②身近な生活におけ
る△△について実践
的に理解しているとと
もに，基本的な技能
を身に付けている。

②身近な生活における
△△に関する課題を見
付け，その解決を目指
して思考し判断してい
るとともに，それらを
他者に伝えている。

②健康を大切にし，
自己の健康の保持増
進についての△△に
関する学習に進んで
取り組もうとしてい
る。

【知技 （運動領域）】
・運動の行い方についての理
解 知識

・基本的な動きや技能 技能

【知技 （保健領域）】
・△△についての理解 知識

・基本的な技能 技能

【思判表 （運動領域）】

・自己の課題を見いだす
課題に応じた活動の選択

思考・判断
・言葉や文字等での表出

表現

【思判表 （保健領域）】

・自己の課題を見いだす資料等
を活用した比較や分析

思考・判断
・言葉や文字等での表出 表現

【主体態 （運動領域）】

公正、協力、責任、参画、
共生及び健康・安全の
具体的な指導内容を踏
まえて確認

【主体態 （保健領域）】

学習状況の確認
課題の追究

はばたく群馬の指導プランⅡ 単元のつくり方 ＜例＞ 評 価 の 位 置 付 け

知識・技能 思考・判断・表現 主体的…態度

【主体態】
学習状況

【知技】

運動の行い方等
の理解

基本的な技能等

【思判表】

選択や工夫
他者に伝える
等
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総総
【主体態】
公正、協力、等
課題の追究

総

単位時間

単位時間

単位時間

各単位時間で重点を置く評価の観点は、指導者
の授業の「ねらい」によって、変わります。

単位時間

【主体態】
公正、協力、等
課題の追究

【思判表】

選択や工夫
他者に伝える
等

【知技】
運動の行い方等
の理解
基本的な技能等

・目標の実現状況が児童の反
応から顕著に見られる場面
を精選します。

・単元の前半に設定する評価
については、その結果をもっ
て単元全体の総括的評価と
するのではなく、必要に応じ
て単元終了時まで指導と評
価を繰り返すことが大切です。

総

【思判表】

課題を見出す

※枠内は定型文例と は評価内容

※「運動領域」については、知識と技能を別々に評価する場合も想定される。また、技能や主体的に学習に取り組む態度のように、習得や活用等
の段階を踏まえ、一定期間をおくなど、指導と評価の時期をずらして評価を行う場合も考えられる。

【知技】
運動の行い方等
の理解

【知技】
運動の行い方等
の理解
基本的な技能等

【思判表】

選択や工夫
他者に伝える
など

【主体態】

学習状況
課題の追究

全ての単位時間において、
「ねらい」に即し，児童の学
習状況を見取り，必要があ
れば、教師が指導，支援す
るなどして，その改善を図り
ます。

※評価の観点は、１時間につき１～２程度にするなど、
評価するにあたり無理のない計画を立てるようにしま
す。ただし、重点項目以外は評価しないということで
はなく、必要に応じて随時記録に残しておくことが大
切です。

「指導に生かす評価」
（学習状況を見取る）

「評定に用いる評価」

総括的評価・・・


